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 いかだ 乗り物 ジャガイモ 
A 3%(3) 0%(0) 8%(17) 
B 11%(12) 1%(1) 0%(1) 
C 2%(2) 6%(9) 12%(24) 
D 59%(68) 25%(39) 27%(54) 
E 13%(15) 19%(30) 19%(39) 
X 5%(6) 27%(42) 26%(53) 
Y 7%(8) 13%(21) 6%(12) 


















































































 この場面は、教師が OHC をいつでも使い
やすいようにセットしたままにしておいたと
ころ、資料を提示しながら前で発言するとい
うスタイルが流行し、よりわかりやすい説明
ができるようになってきている、その様子を
記録したものである。 
 今回の分類でスキル的学びはあまり多くカ
ウントされなかったが、実は問題解決的学び
の場面などに多く含まれる場合が多い。 
 
■D 問題解決的学び 
 
 問題解決的学びは、学習活動全体を通して
数多く現れる。また、次のコミュニケーショ
ン的学びの場面と重複して現れることも多い。 
 この場面は、１５センチ定規しか持たない
児童が、材料のなかにあった適当な長さの角
材を見つけ、これを定規代わりに板に線を引
いている場面である。総合的学習自体が問題
解決の連続で進む場合が多いが、この写真の
ような、児童の小さな学びや発見は、その場
では気づいていても、日が経つと忘れられて
しまいがちなものである。この場合、あえて
長い定規を用意しておかなかったことで、こ
のような工夫が見られた。様々な工夫を願っ
て学習環境を構成した教師のねらいが実現し
ている場面を記録したものである。 
 
■E コミュニケーション的学び 
 
 様々なのこぎりが教師から提示され、その
適当な使い分けの方法がわからず、他の学年
の教師に聞きにいっている場面。 
 これは教師側で複数の学びがねらわれてい
た典型的な場面である。ここでは正しい道具
の使い方を理解するという【教科的学び】、作
業を実現するために道具を使えるようになる
必要があるという【問題解決的学び】、担任で
ない教師に、自分たちの知りたいことを伝え、
聞き取るという【コミュニケーション的な学
び】の場面である。 
 これまでの場合であれば教師は、それぞれ
の作業に適したのこぎりだけを児童に提示し
ていたのだが、この場合は、のこぎりの性質
を知ってもらうためにあえて道具の整理棚か
ら直接取り出させる形を取った。また、「別の
学年の教師とのつながりを作ってほしい」「そ
こで担任や親以外の大人と話す力を付けてほ
しい」との願いを持っていた教師が、それぞ
れののこぎりの使い方を試行錯誤していた児
童たちに対して、「Ｎ先生はこの前、こんなす
ごい工作を作っていたよ」と児童の注意を喚
起した結果、この場面に至った。 
 場面の現れとしては【教科的な学び】【問題
解決的学び】の要素が強いが、実は教師の【コ
ミュニケーション的学び】のねらいが実現さ
せた場面である。 
 
■E 記録写真 
 
 これは教師自身のための記録の写真である。 
この児童は教師が教室の後ろに意図的におい
ておいたカレーの空き箱を見つけていて、カ
レーの作り方を調べる際にそれを思い出し、
使おうとしたが、漢字が読めずに苦労してい
た。教師としては、カレールーの空き箱の裏
に作り方が書いてあることに気がついてほし
いという漠然とした願いは持っていたが、そ
の漢字が読めないことまでは留意していなか
った。教師が自らの学習環境の配置について
検討するための写真で、単元が進むにつれ、
このような写真が増えてきている。 
 
 次は児童のための記録写真である。 
 
 児童のための記録写真は、後で振り返って
考える活動の際のトリガーになることを期待
して撮影される。この写真は買い物に行った
スーパーで、開店時間より早く到着してしま
い、何時から開店するのかを調べていなかっ
た児童たちが不安になり、いろいろ見回して
いたところ、ある児童がこの広告塔の表示を
見つけ、まもなく開店することを確認した、
その場面を思い出すための写真である。教師
は、まとめる活動の段階で紙芝居を作る活動
を考えており、その際の資料になることを想
定してこの写真を撮影しておいた。 
 単元をいくつかこなしてくるなかで学びの
場面の写真や記録の写真が同時進行で教室に
掲示されるようになり、常に学習を振り返る
ことができるようになったことで、児童の思
考の連続性がより高まっていったことから、
記録の写真を撮り、それを効果的に提示する
ことも重要であると考えられる。 
 
 
■Y 学習環境としての写真 
 
教師があらかじめスーパーで撮影しておい
た写真。このような写真を掲示するねらいは、
「肉にも様々な種類があること」「様々な量に
分けられて売られていること」などに気づい
てもらうことである。学習活動の際にこのよ
うな写真があれば、より具体的なイメージを
持つことができ、具体化の作業が効率よく進
む。一方で、提示のタイミングが早すぎた場
合には、児童の学習の方向を規定してしまっ
たり、よく考えたり経験してから気づいてほ
しいと願っていることに対して、いきなり解
答を投げかけることもあり、教師は明確なね
らいを持って学習環境を構成し、資料を提示
する必要がある。 
 
 
■Z 次回以降の実践時に学習環境として活
用するための写真 
 
 大人用の切符と自分たちの切符を見比べて
いる場面である。今回の児童は、運賃を直接
駅に問い合わせて計算したので、大人用の運
賃と子供用の運賃があることにはこれまで気
づくチャンスがなかった。ここで見比べるこ
とではじめて気づいたのだが、教師は次に同
じような場面が想定されるときには、この写
真を提示して賃の仕組みを理解させたい、と
考え、この場面を撮影した。後の単元になる
ほど、次の学習機会や次に同じ学年で実践す
る場面などのための写真が撮られるようにな
っている。 
 
 
 
４．まとめと今後の課題 
 
■まとめ  
 教師がデジタルカメラで学びの場面を撮影
することで、以下のような気づきがあった。 
 
・ 自らの授業を常に客観的に検討できる視
点を持つようになった。 
 授業中に授業者としての視点と観察者とし
ての視点を併せ持つことで、活動自体の勢い
に流されることなく、適宜、学習でのねらい
や目的に立ち返りながら、進行させることが
できた。また、実践の流れを「学びの場面」
として捉えようと常に意識していることで、
学びの場面になり得ないような教師の介入、
すなわち「思わず教えてしまう」ということ
がかなり防げるようになった。 
 
・ 授業後に写真を学びごとに整理すること
により、その授業での教師の関わりや場
面構成を検討し直すことができ、次の授
業に反映させることができる。 
 場面の写真を見ながら、「このときはもう少
し説明した方がよかったかな」などといった
検討が多く行われるようになった。 
 
・ 実践を振り返る際の資料として有効 
 学びの場面を意識した場面が撮影され、記
録されておくことで、実践者が実践を再現す
る際のトリガーとして利用することができる。 
また、それぞれの教師が、プリントアウトを
見せ合うようになり、自然とお互いの実践に
対する関心が高まり、活発な情報や意見の交
換が行われるようになった。 
 
・ 総合的な学習における「学び」にどのよ
うなものがあるかをより具体的に検討で
きるようになった。 
 総合的学習では、従来の教科学習のように
単元ごとに明らかに整理された知識や技能の
項目があってそれを評価する（テストする）
ということができない。ともすれば、ただ活
動を漫然と行っているだけで時間を過ごして
しまい、なにが学ばれたのかが明確にならな
いことも多い。しかし、学びの場面を意識し、
記録しておくことで、活動のなかに埋もれて
しまいがちな「学び」を確実に残しておくこ
とができる。また、これは教師による評価、
あるいは児童自身による自己評価の際にも、
プリントアウトを添付するなどにより、活用
が可能である。 
 
■今後の課題 
 この調査・研究をより役立つものにしてい
くためにはさらに以下のような項目について
検討していくことが必要であると考える。 
 
・ デジカメ写真を利用した授業検討・記録
方法の確立 
 ワークシート等のフォーマットを確立する
などして、より効果的かつ便利な利用方法を
提案する必要がある。 
 
 
 
 
 
---------------------------------------------------------- 
 最後に、この研究に際し、様々な形で協力してい
ただいた、小松市立西尾小学校の皆様、とくにイン
タビューを引き受けてくださった太田群子先生に
感謝の意を表する。 
